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する VTC2 と VTC5 遺伝子の発現解析：この研究ではアスコルビン酸生合成の光調節機構に関













パラギン酸プロテアーゼと C3HC4型 RING-Zn フィンガータンパク質をコードする 2つの遺伝










み特異的に発現応答することが示された。また、シロイヌナズナの DGR1 と DGR2 に対する T-DNA
挿入変異体は、野生株と比較して葉中アスコルビン酸レベルに有意な違いが観察されなかったこ
とから、DGR1 と DGR2 はアスコルビン酸生合成調節とは無関係であると結論されている。しかし、
DGR2 の T-DNA 挿入変異体では、発芽直後から矮小の表現型を示すこと、β-グルクロニダーゼを
指標にしたDGR1および DGR2タンパク質の組織局在性の検討から、DGR1は根端の分裂組織で DGR2
は根端以外の全体に渡って発現が認められたことから、DGR1 と DGR2 は細胞壁においてラムノガ
ラクツロナンの構成等に関与している可能性を示唆している。 
上記の成果は、学術論文として国際専門誌 Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry（1 項）
および Journal of Experimental Botany（２項）にそれぞれ受理および掲載されていることから、客
観的にも得られた成果が学術的に評価されたと判断できる。また３項もすでに学術論文として国際誌
に投稿済みである点も評価できる。Gao 氏は、口頭発表においても得られた成果をその背景から明晰
に述べるとともに、審査委員の質問に対してもすべて明確に回答していた。 
以上の結果から、審査委員全員一致して高氏の提出した論文は学術的価値が高く、博士の学位を
授与するのに相応しいと評価した。 
 
 
 
